
 

                   

1 

インターバンクの声 （2015 年 12 月 22 日） 
 

大手外資系銀行のディーラーによれば、昨夜のロンドン、ニューヨーク市場

の流動性は普段の半分近くまで低下していたようだ。やはり米連邦準備制度

理事会（FRB）の利上げを確認して今年は終了と決め込んでしまった金融機関

やファンドも多いのかも知れない。そうした最中でも、その流動性の低下が

大きく影響しているのか、ドル円やユーロの相場にはそれなりの変化が見ら

れている。スペインの総選挙で与党が過半数を確保出来ず、大手格付け会社

からは期待されていた同国の格上げが難しくなったとの指摘もあったが、な

ぜかユーロは上昇している。バイトマン独連銀総裁が来年のユーロ圏の景気

回復が加速する見込みだと発言したことに反応したのか、ニューヨーク市場

の昼前までにアジア市場の終盤から１００ポイント近く上昇している。ドル

円の下げ同様、米国債利回りが先週の後半に比べて１０ベーシス前後下げて

いるのが主要因だったのかも知れない。ドル円もユーロも想定されたレンジ

の範囲を逸脱して行くような変化は考えにくいが、流動性の低さには要注意

だ。 
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